
タ
チ
ー
ー
タ
ツ

h
F
チ
パ
ナ
ム
ネ
シ
ゲ

ロ
マ
サ
戸
次
院
正
。

h
F
チ
バ
ナ
ヤ
守
備
山

弘
治
元
年
七
且
朝
倉
宗

仰
が
指
山
に
附
し
た
と
い
ふ
の
は
、
江
川
間
部
橘
附
廷

で
あ
ら
う
。
諾
却
に
柄
地
山
又
は
約
地
山
に
作
る
も

の
は
非
で
あ
る
。

h
m
チ
ヒ
ラ
キ

館
関
羽
咋
郡
土
問
庄
に
邸
す
る

部
町
柄
。

h
F

チ
ヒ
ラ
キ
ガ
ハ

館
関
川

羽
咋
制
徳
閉
鎖
の

背
骨
甘
か
ら
続
出

L
、
館
関
仰
木
を
開
問
、
大
恨
の
東

で
米
町
川
に
古
川
合
ふ
。
流
棋
入
粁
除
。
米
間
川
の
下

流
は
榊
代
川
に
な
る
。

h
F
チ
プ
ン

館
分

対
月
以
奈
加
仁
岸
郷
に
回

す
る
部
古
川
。

b
H
チ
マ
チ
ヅ
キ
立
待
月

一
加
。
能
殺
の
制
人

民
山
及
び
之
楓
の
者
で
、
牢
而
に
一
人
宛
の
後
勾
を

郡
き
、
総
数
二
寸
二
人
が
紘
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
訟
は

見
政
十
二
年
八
月
金
城
下
年
挫
で
、
組
制
が
と
の
集

の
た
ち
ま
ち
成
っ
た
と
い
ふ
酒
、肝
で
あ
る
と
述
べ
て

ゐ
る
。
板
元
不
明
。

h
F
チ
ム
ラ
ジ
ヨ
ウ

舘
村
城

土
川
民
部
の
目
的
と
似
へ
る
。

立
花
田
市
茂

J
へ
ツ
ギ
ヒ

期
制
咋
部
に
在
っ
た
。

h
F
チ
ヤ
ウ
ボ
h
y

館
屋
字
牧

金
問
の
俳
人
。
刊

涼
の
子
。
準
大
に
型
び
、容
柳
舎
四
代
を
綴
附
し
た
。

逝
群
桜
兵
衛
。
紡
堤
町
に
位
し
て
足
袋
商
を
営
み
、

天
保
八
年
三
月
イ
凹
日
坑
十
四
歳
で
夜
し
た
。

h
m
チ
ヤ
ジ
ヨ
ホ
ン

館
展
如
本

金
仰
の
仙
人
。

迎
抑
制
披
兵
衛
。
如
柳
の
養
嗣
子
で
あ
る
。
釧
踏
を
希

凶
に
円
一
び
、
口
火
の
松
市
出
陀
を
綴
ぎ
、
明
利
八
年
十

一

月
裂
し
た
。

h
F
チ
ヤ
ジ
ヨ
リ
ュ
ウ

館
屋
如
柳

金
仰
の
例
入
。

名
は
術
兵
衛
・長
右
衛
門
、
所
目
を
松
袈
胞
と
い
ひ
、

春
日
町
に
酒
造
を
撲
と
し
て
、

一
時
北
伎
が
そ
の
際

‘ 

家
に
あ
っ
た
こ
と
も
あ
る

o
E笹
川
年
十
月
十
七
日

夜
し
た。

h
F
チ
ヤ
セ
リ
ヨ
ウ

舘
屋
世
涼

金
川
仰
の
俳
人
。

如
本
の
子
。
沼
群
棟
兵
衛
。
春
日
間
に
位
し
て
骨
盤

常
識
と
し
、
傍
ら
町
曾
所
の
誌
で
あ
っ
た
。
仰
紡
は

後
川
に
型
び
、
即
日
は
北
陀
と
い
う
た
が
、
後
百
的

附
を
纏
承
し
た
。
文
化
五
年
三
且
九
日
間
叫
す
る
時
的

拡
十
七。

h
F
チ
ヤ
マ

館
山

石
川
郡
仙
の
内
の
小
字
。

h
F

ツ
オ
ン

逢
国
罰

金
保
材
木
川
氏
宗
東
探
器
開

寺
の
品
川
。
初
名
建
前
、
後
詰
恩
、
字
は
公
徹
、
治
郎

院
と
僻
す
る
。
い
れ
ば
石
川
郡
松
任
期
肌
(
寺
来
正
の
子
。

泊
を
能
く
し
話
継
・
州
制
敏
文
は
倉
山
耐
と
脱
し
た
。
後

雌
則
し
て
郷
に
的
り
、
安
政
一
1
年
八
月
一
一
十
日
絞
。

h
F
ツ
ガ
サ
キ

龍
ヶ
崎

以
来
郁
輪
島
な
る
輪
島

崎
の
岬
向
を
い
ふ
。

-

辰
口
に
在
る
。
一
苅
称
十
四
年
の
郷
村
名
義
抄
に
、『辰

口
村
領
之
内
北
百
年
祖
泉
有
之
催
、
返
制
刊
仕
に
付
、
湯

本
之
者
二
三
人
此
所
へ
地
問、

村
立
巾
に
付
、則
湯

J

屋
村
と
問
巾
同
巾
併
候
。
』
と
あ
る
は
、
山
附
，
原
村
の

来
閉
そ
辿
べ
た
の
で
あ
る
が
、是
よ
り
以
前
似
に
反

J

ロ
の
山川
刷
出
せ
ら
れ
た
こ
と
の
あ
る
次
第
が
わ
か
る
。

次
い
で
従
永
三
年
疋
月
J
l
六
日
金
持
南
町
州
問
屋
武
兵

衛
・橘
民
庇
右
衛
門
及
び
法
附
寺
町
古
川
屋
七
兵
俗

が
辰
，
口
の
泉
説
試
掘
や
川
町制
し
た
文
献
が
あ
る。

文
革
保
十
六
年
十
月
二
日
河
北
側
浅
野
村
十
兵
術
が

辰
，
口
村
・財
，
屋
村
領
の
内
に
揚
続
開
怒
を
訪
う
た

こ
と
が
あ
る
。
以
，
口
村
・湯
，
居
村
舗
と
は
、
反

J

口

の
村
内
な
お
氷
山
叫
が
的
時
の
治
相
で
あ
っ
た
揚

J

屋

村
の
所
印
刷
で
あ
っ
た
こ
と
そ

い
ふ
の
で
あ
ら
う
o
n
E

等
は
何
れ
も
不
成
功
に
終
っ
た
止
し
い
が
、
一
大
保
五

年
同
相
殺
丸
の
閉
山
助
が
工
事
に
岩
手
し
て
、
二
年
の

後
に

H
的
背
淫
し
た
。
旧
日
村
定
裂
の
反
口
雑
献
に
、

『
八
九
日
北
村
、情
。
山
間
ν
郷
未
=
数
年
刊
』
と
い
ひ
、
文
『
十

係
入
居
新
ト
来
。
箆
布
地
山
市
川
町
=
一
治
u

』
な
ど
あ
る
を

見
る
と
、
山
間
揚
直
後
の
こ
の
鍛
山
市
が
如
何
の
杭
態
で

あ
っ
た
か
k
わ
か
る
。
限
額
山
市
で
、
地
区
間
叩
民
二
六

度
。

，MV
コ

主
ツ
ガ
シ
ラ
ヤ
マ
前
頭
山

由
山
山
巾
円
附
谷

の
聞
に
在
る
。
白
山
逝
附
比
例
犯
に
、
み
一一山
皆
石
、
土

人
は
山
頂
に
三
池
が
あ
り
、
他
巾
に
加
が
臨
む
と
い

ひ
、
こ
の
附
近
雨
北
盟
依
は
尚
開
山
の
閉
山
で
、
そ
の

絶
頂
を
笠
む
を
得
る
か
ら
、
亦
関
山
川
と
僻
す
る
と
記

す
る
。

タ
ツ
/
ク
チ
テ
イ

辰
ノ

ロ
慰

江
戸
に
在
っ
た

加
ね
滞
邸
。

民
口
は
ま
た
凶
口
に
作
り
、
江
戸
城
和

田
公
門
外
の
汎
都
で
あ
る
。
初
め
医
長
十
拓
徳
川
家

版
、
附
川
利
治
に
こ
の
郎
地
中
一
典
へ

‘
利
叩
巾
は
父
利

家
が
問
問
努
古
口
よ
り
畑
町
た
伏
見
械
の
山
町
聞
を
修
し
て

建
築
し
た
と
似
へ
ろ
。
こ
れ
印
ち
加
賀
滞
の
常
時
の

上
陸
蚊
で
、
元
利
三
年
五
且
十
三
日
徳
川
秀
忠
が
利

協
の
邸
に
臨
ん
だ
時
の
沼
南
に
、
初
め
て
辰
口
郎
の

斜
党
問
ひ
ら
れ
る
。
後
利
治

・
光
高
共
に
こ
L

に
佐

ん
だ
が
、
町
永
九
年
十
ご
月
品川
九
日
附
前
侠
地
問
光

政
の
邸
よ
か
ら
出
火
し
て
延
焼
し
た
録
、
利
治
は
本
郷

h
M
ツ
ガ
ハ
マ

創出
ヶ抽出

滋。

J
h
m
ヅ
ル
ハ
マ

[
凶

立
木
山県

h
F
ツ
ギ
パ
ナ

に
あ
る
小
脚
。

h
m
ツ
サ
イ
シ
ヤ

知
合
。

h
F
ツ
ゼ
ン

逮
礎

翁
謹
制
。

h
F
ツ
ノ
ク
チ

孫。

以
軍
士
郡
岩
取
か
ら
南
方

途
材
舎

J
オ
ン
チ
シ
ャ

T祖

」
カ
ツ
オ
ウ
タ
ツ
ゼ

y

活

辰
口

能
的古加
山
上
畑却に
在
ろ
郎

辰
ノ

ロ
鏑
泉

能
楽
部

タ
ツ
ノ
ヲ
チ
コ
ウ
セ
ン

五
二
O

邸
に
在
っ
て
工
事
を
指
抑

L
、
十
年
冬
に
去
っ
て
駿

成
し
た
。
凶
っ
て
十
二
且
五
日
光古川
の
薪
夫
人
は
こ

の
邸
に
入
拠

L
、
そ
の
子
綱
紀
も
亦
二
十
年
十
二
用

十
六
日
を
以
て
そ
こ
に
生
誕
し
た
。
明
脳
三
年
正
月

小
石
川
か
ら
火
を
渡
L
て
、
民
ロ
邸
再
び
類
焼
の
厄

に
躍
っ
た
崎
、
綱
紀
は
縫
を
本
郷
邸
に
避
け
、
同
4

五
月
こ
の
邸
地
七
千
王
百
歩
を
幕
府
に
納
め
、
山
悦
附

は
こ
れ
れ
γ
一川l
附
侯
徳
川
綱
吉
に
拠
へ
た
o
m
間
後
既
日
割

革
が
あ
り
、
終
に
小
穴
侯
小
笠
阪
氏
の
限
る
印
刷
と
な

っ
た
。

h
F
ツ

ノ

ヲ

龍
ノ

尾

白

山
記
に
千
政
谷
の
こ
と

そ
記
し
た
次
に
、
『
谷
市
各
=
斑
尾

d

兵
相
出
器
絞
大
仰

行
滋
跡
。
雌
ν
終
-
一
四
百
有
余
談
。
以
跡
不
v

生
=草
木
。

山
由
跡
新
也
。
若
ν

是
雌
=
大
仰
入
滅
後

-m行
シ給品
H
A

限
不
ν
及
敗
。
』
と
あ
る
。
千
政
符
か
ら
数
十
丈
の
下

に
あ
っ
て
、
流
水
線
開
悼
と
し
て
走
る
所
で
あ
り
、
引

い
で
千
丈
制
と
な
り
、
山
由
ノ
谷
川
に
入
る
。

主
ツ
ミ
ゴ
テ
ン

巽
御
殿

J
ケ
ン
ロ
ク
エ

Y

E
」、1
0

f
J
J
H十

生
ツ
ミ
ジ
ン
ゴ
ザ
エ
モ
ン
辰
巳
甚
五
左
衛
門

初
め
続
山
大
和
守
の
奥
力
と
し
て
三
百
石
を
領
L
、

公
早
川
制
御
用
定
役
を
動
的
、
平
保
九
年
三
十
一
h
な
加

へ
て
組
外
に
列
L
、
保
町山
院
附
御
用
人
前
と
な
り
、

延
竿
三
年
八
十
流
厳
守
以
て
裂
。
子
孫
梢
繍
い
で
滞

に
仕
へ
る
。

h
F
ツ
Z
バ
シ

辰
巳
穏
金
抑
続
然
記
に
、『
民
巴

錦
、
杭
山
又
五
郎
杭
』
と
あ
る
。
さ
れ
ば
又
五
郎
川

の
小
川
に
架
し
た
紛
で
あ
る
が
、
命
名
の
型
闘
は
明

ら
か
で
な
い
。

生
ツ
ミ
バ
バ

辰
巳
馬
場
大
型
寺
山
桜
の
御
岡
山
山

外
役
訟
左
の
方
石
堂
山
の
鎚
に
あ
っ
た
脂
勾
士
い

ひ
、
立
文
近
年
十
月
の
浴
築
に
係
る
。
四
方
芝
土
肥

で
、
敗
九
尺
、
お
き
六
尺
。
山
河
野
長
さ
三
十
問
、
耐刷


